
オリ・パラ教育関連行事 葭原滋男先生とブラインドサッカー体験教室  

 6 月 13 日に、視覚障害者スポーツ界のレジェンド・葭原滋男選手が本校に来校されました。ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ

の自転車競技でメダルを金・銀・銅とおとりになった方です。講演会で自らの障害やこれまでの人生につい

て子供たちに話してくださいました。「こわいと思ったらできない。」「失敗したときに、今度どうやったら

うまくいくか、考えてチャレンジすること。」の大切さをお話しし、子供たちに「失敗を楽しんで欲しい。

最後まであきらめないで欲しい。」「周りの友達を大事にして欲しい。」とメッセージをいただきました。  

 その後、6 年生は実際に体験教室に参加し、その後、給食も一緒に食べてくださり、交流を深めました。

オリンピックの金・銀・銅メダルもお持ちくださり、子供たちにご披露いただきました。  

 見せていただいたビデオの中で、お母様がお話しになった「やる前から、あぶない！こわい！と言ってい

たら、何もできない。」という言葉が、同じ、母親として強く印象に残りました。  
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自主・自立 

校長 篠原 敦子 

 

早い物で、1 学期最後の月になりました。19 日のプール開き以降、暑い日に恵まれ、子供

たちは、楽しそうに水泳・水遊びを楽しんでいます。昨年度から、プールカードの不備や忘れ

物については、一切、ご家庭に連絡することなく、水泳指導の時間は見学ということにしてい

ます。もちろん、安全第一に考えてのことですが、子供たちにも自覚をもって欲しいという意

図もあります。 

 お友達が、プールで楽しそうにしている姿を見つつ、暑さに辟易しながら見学しているのは

つらい物です。特に、健康で入れるならなおさらです。そうならないために、自分で考え、自

分でできる子にならなくてはいけません。いつまでも親が助けることはできないのです。 

 親が、我が子にできるだけ不利な状況にならないように手を出すことはあります。小さいう

ちは大切なことです。しかし、いつまでもそれをすることはできませんね。いつ手を引くか。

子供の自立に大きくかかわります。 

 遠足等で校外に出るとき、「自分の身は自分で守ります。」という話をします。おのずと、ど

ういう行動をしたら良いのか考える子になります。一人ひとりが自立できるよう、大人は、手

を出さずに、見守っていきたいものです。つい手を、口を出してしまいがちになる思いをぐっ

とこらえるのも親の努めですね。 

 高輪台フェスティバルは、子供の自主・自立を育てる楽しい行事です。子供たちが考えるの

で、やり方等幼い部分が多々ありますが、うまくいったときの充実感は最高です。仲間と協力

し、今年も楽しいお店がたくさんできました。 

 

平成２９年７月１日発行 

高   輪  台 ７月号 

７月の子育て茶話会は、 

７月１９日（水） 

９：３０～１０：２０ 

校長室にてお待ちしていま

す。 

http://takanawadai-es.minato-tky.ed.jp/


 
お知らせ 

 

○体育館天井改修工事のお知らせ 

 本校では、７月３日（月）より体育館天井の

耐震化改修工事が始まります。そのため、工事

期間の体育館使用ができなくなります。朝会や

集会等は校庭での実施となりますのでご了承

ください。工事終了予定は９月末の予定です。

（工事の進行具合によって変動があります） 

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

○基礎学習日 

 今年も夏季休業前半に補習と基礎・基本の定

着を目標に、学習指導日を設けています。夏季

水泳と両方とも参加できるように時間を設定

しています。多数ご参加ください。 

 

○節電週間 

 港区で推進している節電の事業の一つとし

て区内各施設の節電対策強化週間があります。

本校は８月１４日（月）～８月１８日（金）を

予定しています。この期間を閉庁日として、教

職員は勤務しておりません。 

緊急の場合の連絡先は、学校の緊急用携帯電

話080(5381)5405（副校長が携帯します）

へお願いします。節電へのご理解とご協力をお

願いいたします。 

７月の目標 

 

 

生活指導部 

 

 「けじめをつけましょう。」学校でよく耳にす

る言葉です。学校生活には、授業、休み時間、給

食、掃除と様々な場面があり、時間が決まってい

ます。それぞれの場面ごとに気持ちを切り替え取

り組むよう指導しています。 

楽しいことは大いに楽しみ、やるべきことは集

中して取り組むといったメリハリをつけること

で、学校生活がより充実したものになります。ご

家庭でも、食事やテレビ・ゲームの時間、勉強や

読書の時間、起床・就寝の時間などけじめのある

生活を意識させてください。 

７月行事予定 

日 曜 学校行事予定等 放 

１ 土 土曜授業 高輪台フェスティバル  

２ 日   

３ 月 
全校朝会  

授業参観・保護者会（１・２・３年） 
〇 

４ 火 委員会活動 〇 

５ 水 体育朝会（４・５・６年）  

６ 木 

安全指導  都学力調査（5年） 

５時間授業（４・５・６年） 

授業参観 保護者会（４・５・６年） 

箱根夏季学園説明会（5年） 

岩井水泳教室説明会（6年） 

〇 

７ 金 児童集会 避難訓練 起震車体験（5年）  

８ 土   

９ 日   

10 月 全校朝会  社会科見学（3年） 〇 

11 火 クラブ活動 〇 

12 水 
縦割り班活動 花いっぱい運動（3年） 

自然教育園（4年） 
 

13 木 読み聞かせ 幼稚園・保育園との交流（5年）  

14 金  〇 

15 土   

16 日   

17 月 海の日  

18 火 給食終  幼稚園・保育園との交流（5年） 〇 

19 水 着衣水泳（５・6年）  子育て茶話会  

20 木 終業式  

21 金 夏季休業日始  夏季水泳  基礎学習  

22 土   

23 日   

24 月 夏季水泳  基礎学習  

25 火 夏季水泳  基礎学習  

26 水 夏季水泳  基礎学習  

27 木 
夏季水泳  基礎学習 

岩井水泳教室事前検診（１３時 6年参加者） 
 

28 金 夏季水泳    

29 土 PTA岩井水泳教室  

30 日 PTA岩井水泳教室  

31 月 PTA岩井水泳教室  

 

けじめのある生活をしよう 



 

運動会の感想～各学年より～ 

５月２７日に運動会が行われました。今年は久しぶりに白組の優勝でした。赤組も白組も全

力で頑張っていました。保護者の皆様、地域の皆様、ご声援ご協力ありがとうございました。 

 

〇恋ダンスをそろっておどれて楽しかったです。かけっこは２いだったけれど、はやく走れたと

思います。6 年生のくみたいそうは、きれいで体がすごくやわらかかったです。 

 

〇わたしが、がんばったことはタッタダンスです。はっきり踊れたし、お客さんが笑っていて、

みなさんを元気にしたと思ったからです。それを見て、わたしも楽しくなりました。 

 

〇今年のダンスは少し難しくて最初の頃の練習はとまどったり間違えたりしていました。でも練

習を重ねていくと上手になり、本番でも上手におどれました。うれしかったです。 

 

〇「いち、にの、SUN」は、みんながそろっておどっていて、今までの中で一番良かったと思

います。移動も円や SUN の文字もきれいにでき、音に合わせて動けていたからです。 

 

〇家で自主練習をして、しっかりと腕をのばし、鳴子がよく鳴るようにがんばりました。赤組は

負けてしまったけれど、全力でがんばれたので、いい運動会にできて嬉しかったです。 

 

〇組体操では、練習の時から移動で靴下が何足も破れましたが、両親に「がんばった証だね。」

と言われました。何事にもまずチャレンジしてみることの大切さを学ぶことができました。 

 

 

   

高輪台フェスティバル             特別活動部  清水 真澄 

 

○フェスティバルを計画・実践することを通して、自主的・協力的態度を養う。 

○異年齢の児童とのかかわりの中で、他者への思いやりの気持ちやお互いに助け合い、 

学び合う気持ちをはぐくむ。 

○各クラスで工夫した活動に取り組むという体験を通して、共に活動する楽しさを味わわ 

せ、学校生活をより楽しく豊かなものにする。 

○話し合い活動を活発にし、きまりを守って、楽しい集会になるよう、計画・実施する。 

 

以上のねらいのもと、今年度の高輪台フェスティバルが７月１日（土）に行われます。 

土曜授業の日は、通常３校時から公開ですが、この日は 9 時 10 分の開会式から 11 時

15 分の閉会式まで保護者の方の参観が可能です。子供たちの活躍を、ぜひご覧ください。   



 

４年の理科学習～自然教育園の見学を通して～ 

 

 

４年生の理科学習では、季節の変化と動物の活動や植物の成長の様子とを関係付けな

がら調べ、それらの活動や成長と季節とのかかわりをとらえることを目標とし、区内の

自然教育園に年４回、観察に行きます。以下は、５月１７日に見学した際の振り返りで

す。 

  

〇カラスが２種類いることや水の中で育つ植物があることを初めて知りました。ある生

き物がいなくなると他の生き物がこまってしまうことを知り、生き物を大切にしよう

と思いました。                          

〇アオサギの歩き方がしのび足のような歩き方でした。カラスには種類があって、鳴き

声のちがいをおしえてもらい、わかってうれしかったです。       

〇自然教育園には木や草がおいしげっていて、木になった実を食べるために虫や鳥がた

くさん来ているのだと気がつきました。                

〇港区という都会の中なのに、自然教育園に一歩入ったとたんに深い緑につつまれまし

た。都会ではあまり見ることのないニホンカナヘビやハチの幼虫を見ることができま

した。                              

〇自然教育園には、たくさんの植物がありました。花が咲いているものや実ができてい

るのもありました。石けんに使う実もありました。池にカメがいたのでおどろきまし

た。                               

〇僕は、木が９０度に曲がっているところを見ました。自由に木がのびているのを初め

てみたので、びっくりしました。テントウムシやハムシが多かったです。 

 

高輪支所コーナー   品川駅周辺で喫煙マナーの向上を呼び掛けました 

 

６月 1 日（火）みなとタバコルール一斉キャンペーンが区内全域で実施され、高輪地区では港区の

南の玄関口＝品川駅高輪口周辺がその会場となりました。  

みなとタバコルールが条例という港区の正式なルールになってから、はや３年になりますが、依然と

して喫煙関係の苦情が、区に最も多く寄せられる区民の声の一つとなっています。昨年度、区が実施

した調査では、指定喫煙場所で喫煙している人の約９割は、区外からの来訪者だということがわかり

ました。このことから、区民への周知はもとより、在勤（学）者や旅行・ビジネス等で一時的に訪れ

ている人などに対するタバコルールの PR の重要性が改めて確認されました。今回の一斉キャンペー

ンでは、高輪地区内の町会・自治会、鉄道関係者、近隣の事業者、タバコ関連事業者、あんしん・き

れい・高輪（高輪地区生活安全・環境美化協議会）の役員の皆さんなど約１１０人が、品川駅高輪口

周辺の清掃や駅改札口周辺でみなとタバコルールを PR し、喫煙マナーの向上を呼び掛けました。 

（問合せ：高輪地区総合支所協働推進課協働推進係）  

 

４年担任  田端芳恵・小林遼平・小笠原孝文  

キャンペーン参加者  清掃活動  啓発活動  



 


